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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本と韓国におけるプロセス産業の技術移転過程を多面的に分析し、複
数の工程に跨がる一貫した管理技術（操業技術）に関して以下の２つの結論を得た。第１に、技術が体化されて
いる個別設備の導入と運営より、複数の工程間の調整には暗黙知に近いノウハウの蓄積が求められる。第２に、
暗黙知に近い操業技術の全体像が見えにくいため、技術を導入する企業は、より効果的な学習戦略を工夫しなが
ら技術能力を構築していく。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed the international technology transfer in process 
industry between Japan and South Korea, focusing on operating technologies which are essential in 
managing multiple processes. Main conclusions of study are the following two. First, accumulation of
 know-how and experiences are required in balancing multiple processes. Second, since firms 
introducing technologies do not have enough know-how and experiences, those firms develop 
technological capabilities through their own effective learning strategies.      

研究分野：生産管理、技術経営

キーワード： 操業技術　工程間調整　暗黙知　技術移転　プロセス産業

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
これまでの国際経営論、イノベーション・マ
ネジメント論、生産管理論、技術経営論では、
プロセス産業の操業技術、すなわち複数工程
を調整する技術の移転の困難性にはあまり
注目してこなかった。複数の工程に跨がる一
貫した管理技術である操業技術は、鉄鋼産業
など、いわゆるプロセス産業のコアとなる技
術であり、その移転の実態が未知のままでは、
企業と産業の競争力を論じることは不十分
である。 
鉄鋼製品などプロセス産業の製品は、一本の
ひとつづきの生産プロセス、つまり複数の設
備の連鎖によって作り出されるため、製品の
リバースエンジニアリングが難しく、操業技
術の蓄積が求められる。 
本研究は、技術移転論、イノベーション・マ
ネジメント論などの既存研究を踏まえて、ヒ
アリングやケーススタディを通じた技術移
転の実態および課題の把握といった過去の
取り組みがベースとなっている。特に、日本
と韓国の技術移転の最大の成功事例とも評
価されている鉄鋼産業に注目した調査を端
緒としならが、他のプロセス産業に対象を広
げて研究を進め、学会発表などをしてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、プロセス産業における操業
技術の移転を分析することである。具体的に
は、鉄鋼産業、醸造産業といったプロセス産
業の技術移転が、日本と韓国でいかに展開さ
れ、その中で操業技術がいかに移転・蓄積さ
れたのかについて理論的・実証的な分析を行
う。この目的を達成するために、以下の２つ
の課題に取り組んだ。第１の課題は、鉄鋼、
醸造をはじめとするプロセス産業における
複数工程をつなげる技術、つまり操業技術の
蓄積過程を分析して、暗黙知と形式知として
の特徴を探り出すことである。具体的には、
日韓の鉄鋼産業と醸造産業の技術移転を詳
細に分析し、各設備・技術の移転における組
織体制、移転過程などを見た上で、形式知と
しての技術と暗黙知としての技術に分類す
る。第２の課題は、技術移転の中で、暗黙知
に近い操業技術がいかに移転され、技術を導
入する企業がいかに技術能力を構築してき
たのかを明らかにすることである。特に、導
入企業が暗黙知に近い操業技術を学習する
ための戦略と、その中で生じうる、技術に対
する主観的な見方および認識（思い込み）を
も分析した。 
 
３．研究の方法 
本研究では、日本と韓国のプロセス産業の企
業を取り上げ、フィールド訪問調査を行うこ
とで、操業技術の移転を分析した。産業とし
ては、鉄鋼産業、醸造産業を、地域としては、
日本と韓国を主たる対象とした。調査対象は、
生産工場のみならず、技術移転に関わった本
社のスタッフ部門、企業の OB、政府機関の関

係者も含むことにした。インタビューと実地
訪問調査は、一回ではなく、複数回の調査を
実施することを原則とした。同時に、複数の
企業あるいは現場への実地訪問が行われた。
異なる現場調査をオーバーラップさせるこ
とで、より効果的なインタビューになるよう
にした。さらに、実地調査の後には、調査に
関するフォローアップ（追加質問、事実の確
認など）をメールあるいは直接、担当者との
電話連絡で行った。学術的には、これまでの
研究成果である経営戦略論、国際経営論、生
産管理論、技術経営論、製品アーキテクチャ
論を融合させたフレームワークをベースと
した。研究の対象がダイナミックで、テーマ
が探索的な部分があるため、研究手法として
はケーススタディを用いた。 
 
４．研究成果 
研究初年度である平成 27 年には、文献調査
と生産現場訪問を繰り返し、研究の基本フレ
ームワークを修正しながら精緻化を図った。 
具体的には、鉄鋼産業と醸造産業の生産プロ
セスに関する文献調査を通じて、重要工程の
機能と構造、そして高機能製品を生産する時、
工程それぞれの役割と同時に工程間の連携
について詳細に分析した。この際、生産プロ
セスを流れ図で表し、ものづくり現場でモノ
と情報が流れる模様を多少抽象的に捉える
ことで、生産現場でのインタビューの時に、
監督者あるいは作業者とのコミュニケーシ
ョンの利便性を図った。鉄鋼産業の場合、銑
鉄をつくる「製銑工程」、鋼をつくる「製鋼
工程」、高温で鉄を延ばす「熱延工程」、常温
でさらに鉄を薄く延ばす「冷延工程」、すべ
ての工程を技術と操業、両方に関して詳細に
把握している実務家は比較的に少ないため、
同じ生産プロセスの流れ図をもって各工程
のベテラン・エンジニアおよびオペレーター
と繰り返してインタビューを行った。 
ヒアリングでは、複数の工程をオーケストレ
ーションする操業技術の存在に関しては大
きな違いはなかった。IT 技術の発展により操
業技術の自動化が進んでいるものの、特に高
機能製品（例：自動車用鋼板の溶融亜鉛メッ
キ鋼板）のように、一貫品質管理の要求条件
が厳しい製品を生産するためには、原材料の
投入から出荷まで全体最適化する必要があ
るため、試行錯誤を繰り返しながら能力を構
築してきたことが分かった。このように工程
間調整能力は、プロセス産業の製造企業の重
要な領域である同時に、経験を通じて学習し
ていく暗黙知に近い特徴を持っていること
が分かった。 
平成 27 年度には、こうしたインタビュー調
査に基づき、積極的に研究成果をまとめて、
国際的に発信した。 
研究 2 年目である平成 28 年度では、平成 27
年度の成果に基づき、本研究の第 2の課題に
焦点を当てながら、企業間比較分析を念頭に
インタビュー調査を進めた。技術を導入する



企業からは、暗黙知に近い操業技術の全体像
が見えにくいところがあるため、より効果的
な学習の戦略を工夫しながら技術能力を構
築していく。また、導入企業の立場からみれ
ば、高い経験値が要求される操業技術を学習
するには不確実性とリスクがある。例えば、
長期間に渡る経験と学習にもかかわらず、必
ずしも期待した通りに学習の効果が帰って
くるとは限らない。そこで、導入企業は自社
にとって効果的な学習戦略を積極的に展開
していた。例えば、韓国の鉄鋼大手「現代製
鉄」は、第 1期の高炉から第 3期の高炉まで
を同スペックの設備を導入することで、第 1
期の稼働経験を生かして第 2期、第 3期をス
ピーディーに立ち上げることに成功した。操
業技術の学習効率を重視するオーバーラッ
ピング学習戦略である。一方、韓国の鉄鋼最
大手である「POSCO」の場合、第 1 製鉄所で
は、新しいラインが立ち上がるたびに最新設
備の導入を重視していたが、第2製鉄所では、
同スペックの設備を繰り返し導入する学習
戦略を取っていた。これらの戦略を展開する
中で、企業には導入技術に対する主観的な見
方および認識も観察された。新技術導入にお
ける不確実性とリスクを緩和する目的で、最
新設備への高い依存、移転側の技術者への依
存などがそれである。導入側の学習戦略は、
操業技術の移転にも影響することが明らか
になった。 
以上のインタビュー調査および成果を踏ま
えて、平成 28 年度でも積極的に研究成果を
まとめつつ、その成果を国際的に発信してき
た。 
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